
ら
か
場
現
の
育
教
・
究
研
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た
ち
が
在
学
し
て
い
る
新
潟
大
学

は
、
２
０
２
４
年
度
に
75
周
年
と

い
う
大
き
な
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
っ
た
。本
学
は
、「
自
律
と
創
生
」と
い
う

理
念
の
も
と
、
地
域
の
み
な
ら
ず
世
界
の

発
展
に
資
す
る「
知
の
拠
点
」と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
き
た
。一
方
で
、向
後
10
年

間
の
目
標
と
し
て
、本
学
が「
未
来
の
ラ
イ

フ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン

ナ
ー
」と
な
る
こ
と
を
掲
げ
、地
域
社
会
に

開
か
れ
た
魅
力
あ
る
大
学
と
し
て
、
存
在

感
を
高
め
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
新
潟
大
学
の
中
で
、
工
学
部
社

会
基
盤
工
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
研
究
室
で
私
た
ち
は
日
々
研
究
を
行
っ

て
い
る
。研
究
室
で
は
主
に
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
の
劣
化
に
注
目
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
、
ス
ケ
ー
ル
か
ら
研
究
を

行
っ
て
い
る
。こ
の
研
究
室
の
教
授
は
、佐

伯
竜
彦
教
授
で
あ
る
。佐
伯
教
授
は
、コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
劣
化
が
専
門
で
、
塩
害
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
劣
化
に
関
わ
る
幅
広

い
研
究
を
行
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、佐
伯
教

授
は
と
て
も
面
倒
見
の
い
い
教
授
で
あ
り
、

学
生
の
研
究
に
関
す
る
質
問
や
そ
れ
以
外

の
相
談
事
な
ど
に
も
親
身
に
な
っ
て
対
応

し
て
く
れ
る
教
授
で
あ
る
。時
に
厳
し
く
、

時
に
や
さ
し
い
佐
伯
教
授
の
指
導
に
よ
り
、

私
た
ち
学
生
は
、
日
々
充
実
し
た
研
究
室

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　

ま
た
、佐
伯
研
究
室
で
の
生
活
は
、と
て

も
活
気
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
。ま
ず
、研

究
室
内
の
す
べ
て
の
学
生
の
研
究
が
相
互

に
関
連
し
て
お
り
、
日
々
活
発
に
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、先
輩
後
輩

を
問
わ
ず
親
密
な
関
係
で
あ
る
。次
に
、佐

伯
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
は
と
て
も
フ
レ
ン

ド
リ
ー
な
学
生
が
多
い
。休
日
に
は
学
生

同
士
で
食
事
に
行
く
こ
と
や
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

私

し
て
お
り
、中
で
も
、写
真
の
通
り
11
月
に

行
わ
れ
た
松
本
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
参
加
は
研

究
室
内
で
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

半
年
以
上
前
か
ら
皆
で
準
備
し
、
互
い
に

励
ま
し
あ
う
こ
と
で
、
今
年
度
も
参
加
者

の
多
く
が
42
・
１
９
５
㎞
を
完
走
す
る
こ

と
が
で
き
た
。こ
の
よ
う
に
、佐
伯
研
究
室

で
は
、研
究
の
み
に
限
ら
ず
、何
事
に
対
し

て
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
佐
伯
研
究
室
で

活
気
に
満
ち
て
い
る

佐
伯
研
究
室

▲ 松本マラソンに参加した様子（2024年）

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
劣
化
を
軸
に

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
で
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
は
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
発
生
す
る
。そ

の
劣
化
に
関
し
て
地
域
単
位
の
マ
ク
ロ
な

視
点
か
ら
、
部
材
・
部
位
単
位
の
ミ
ク
ロ

な
視
点
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
を
行
っ
て

い
る
。こ
こ
か
ら
は
具
体
的
な
研
究
内
容

を
ス
ケ
ー
ル
ご
と
に
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
マ
ク
ロ
視
点
の
研
究
と

し
て
、
環
境
要
因
を
評
価
し
た
劣
化
環
境

マ
ッ
プ
の
研
究
を
紹
介
す
る
。コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
劣
化
に
は
、塩
害
、中
性
化
、凍

害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、
こ
れ

ら
に
は
多
く
の
環
境
要
因
な
ど
が
複
雑
に

絡
み
合
い
作
用
し
て
い
る
。そ
こ
で
本
研

究
で
は
、
５
㎞
メ
ッ
シ
ュ
で
の
気
象
デ
ー

タ
や
交
通
量
か
ら
各
劣
化
に
つ
い
て
地
域

ご
と
に
評
価
し
、
そ
れ
ら
を
重
ね
合
わ
せ

る
こ
と
で
総
合
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣

化
環
境
を
評
価
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。こ
れ
に
よ
り
、劣
化
環
境
を
設
計
や

維
持
管
理
に
反
映
さ
せ
た
り
、
発
生
し
た

劣
化
に
お
け
る
各
劣
化
機
構
の
寄
与
度
の

判
明
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
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次
に
二
つ
目
は
構
造
物
単
位
の
ス
ケ
ー

ル
の
研
究
と
し
て
、
薄
板
状
の
小
型
供
試

体
を
用
い
た
構
造
物
各
部
位
の
劣
化
環
境

評
価
の
研
究
を
紹
介
す
る
。コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
劣
化
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内

部
の
含
水
状
態
や
塩
分
が
大
き
く
関
わ
っ

て
い
る
。ま
た
、こ
れ
ら
の
劣
化
因
子
の
侵

入
は
構
造
物
全
体
で
均
一
で
は
な
く
、
当

然
劣
化
進
行
も
部
位
ご
と
に
変
化
す
る
。

佐伯 竜彦 教授
　さえき　　たつひこ

し
か
し
、
従
来
の
手
法
で
は
こ
れ
ら
を
局

所
的
に
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、

「
薄
板
供
試
体
」を
用
い
た
評
価
手
法
の
確

立
を
目
指
し
て
い
る
。写
真
の
よ
う
な
実

構
造
物
を
模
し
た
大
型
供
試
体
を
作
製
し
、

各
部
位
に
お
け
る
内
部
温
度
、
腐
食
電
流

の
経
時
的
な
測
定
、
薄
板
供
試
体
を
用
い

た
構
造
物
各
部
位
に
お
け
る
水
掛
か
り
の

把
握
を
行
い
、
局
所
的
水
掛
か
り
と
鋼
材

腐
食
の
関
係
を
検
討
し
て
い
る
。こ
の
手

法
に
よ
っ
て
短
期
間
か
つ
構
造
物
を
傷
つ

け
る
こ
と
な
く
、
部
位
ご
と
の
劣
化
環
境

の
評
価
が
可
能
に
な
り
、
将
来
的
に
は

L
C
C（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
）削
減

に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
構
造
物
内
部
に
注
目
し
た
研
究

と
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
材
料
分
離
後

の
部
位
ご
と
の
劣
化
抵
抗
性
に
関
す
る
研

究
を
紹
介
す
る
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
不
均

一
性
が
あ
る
た
め
、
構
造
物
の
部
位
に

よ
っ
て
劣
化
作
用
と
劣
化
抵
抗
性
が
異
な

り
、
劣
化
の
進
行
が
異
な
る
可
能
性
が
あ

る
。そ
こ
で
、部
位
ご
と
の
劣
化
抵
抗
性
の

違
い
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
し
て
、
材
料

分
離
後
の
骨
材
の
偏
在
に
着
目
し
て
研
究

を
行
っ
て
い
る
。骨
材
は
セ
メ
ン
ト
ペ
ー

ス
ト
と
比
べ
て
物
質
移
動
抵
抗
性
が
高
く
、

骨
材
量
が
少
な
い
部
位
で
は
劣
化
進
行
が

大
き
く
な
る
。こ
の
研
究
に
よ
っ
て
、材
料

分
離
後
の
骨
材
の
偏
在
の
傾
向
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
劣
化
進
行
の
大
き

い
箇
所
の
予
測
が
可
能
と
な
り
、
効
率
的

な
維
持
管
理
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
佐
伯
研
究
室
で
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
の
耐
久
性
に
関
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
研
究
成
果
は
Ｐ
Ｃ
構
造
物
に
も
適

用
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

佐
伯
研
究
室
で
は
日
々
の
話
し
合
い
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
研
究
に
も
遊
び
に
も

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。こ
れ
か
ら
も

研
究
室
の
仲
間
と
い
つ
も
支
え
て
く
れ
る

佐
伯
教
授
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

日
々
努
力
し
て
い
く
所
存
だ
。
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潟
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０
２
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度
に
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と
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う
大
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な
節

目
の
年
を
迎
え
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こ
と
と
な
っ
た
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学
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律
と
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も
と
、

地
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の
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ら
ず
世
界
の
発
展
に
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す
る

「
知
の
拠
点
」と
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の
役
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を
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し
て

き
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間
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と
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ラ
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フ
・
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ロ
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と
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る
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た
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力
あ
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大
学
と
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、
存
在
感
を
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と
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。
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潟
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中
で
、
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会
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盤
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プ
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の
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ト
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で
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た
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は
日
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を
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で
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造
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の
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に
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目
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、
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観
点
、
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ら
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を
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い
る
。こ
の
研
究
室
の
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は
、佐
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あ
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あ
る
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や
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い
佐
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の
指
導
に
よ
り
、

私
た
ち
学
生
は
、
日
々
充
実
し
た
研
究
室

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　

ま
た
、佐
伯
研
究
室
で
の
生
活
は
、と
て

も
活
気
に
満
ち
た
も
の
で
あ
る
。ま
ず
、研

究
室
内
の
す
べ
て
の
学
生
の
研
究
が
相
互

に
関
連
し
て
お
り
、
日
々
活
発
に
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、先
輩
後
輩

を
問
わ
ず
親
密
な
関
係
で
あ
る
。次
に
、佐

伯
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
は
と
て
も
フ
レ
ン

ド
リ
ー
な
学
生
が
多
い
。休
日
に
は
学
生

同
士
で
食
事
に
行
く
こ
と
や
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
お
り
、中
で
も
、写
真
の
通
り
11
月
に

行
わ
れ
た
松
本
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
参
加
は
研

究
室
内
で
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

半
年
以
上
前
か
ら
皆
で
準
備
し
、
互
い
に

励
ま
し
あ
う
こ
と
で
、
今
年
度
も
参
加
者

の
多
く
が
42
・
１
９
５
㎞
を
完
走
す
る
こ

と
が
で
き
た
。こ
の
よ
う
に
、佐
伯
研
究
室

で
は
、研
究
の
み
に
限
ら
ず
、何
事
に
対
し

て
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
佐
伯
研
究
室
で

▲ 薄板供試体を貼り付けて実験している様子

▲ 実験で使用している薄板供試体
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で
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ン
ク
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ト
の
劣
化
は
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
複
雑
に
絡
み
合
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て
発
生
す
る
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に
関
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マ
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、
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・
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点
ま
で
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ま
な
研
究
を
行
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。こ
こ
か
ら
は
具
体
的
な
研
究
内
容

を
ス
ケ
ー
ル
ご
と
に
紹
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す
る
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ま
ず
一
つ
目
は
マ
ク
ロ
視
点
の
研
究
と

し
て
、
環
境
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を
評
価
し
た
劣
化
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境
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プ
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害
な
ど
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な
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が
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り
、
こ
れ
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に
は
多
く
の
環
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要
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な
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が
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に
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み
合
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て
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で
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で
は
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メ
ッ
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で
の
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や
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ら
各
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化
に
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と
に
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し
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を
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ね
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せ

る
こ
と
で
総
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的
な
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の
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環
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を
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す
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と
を
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的
と
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に
よ
り
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を
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や
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に
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映
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せ
た
り
、
発
生
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た
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に
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る
各
劣
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与
度
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に
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と
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れ
る
。

　

次
に
二
つ
目
は
構
造
物
単
位
の
ス
ケ
ー

ル
の
研
究
と
し
て
、
薄
板
状
の
小
型
供
試

体
を
用
い
た
構
造
物
各
部
位
の
劣
化
環
境

評
価
の
研
究
を
紹
介
す
る
。コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
劣
化
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内

部
の
含
水
状
態
や
塩
分
が
大
き
く
関
わ
っ

て
い
る
。ま
た
、こ
れ
ら
の
劣
化
因
子
の
侵

入
は
構
造
物
全
体
で
均
一
で
は
な
く
、
当

然
劣
化
進
行
も
部
位
ご
と
に
変
化
す
る
。

し
か
し
、
従
来
の
手
法
で
は
こ
れ
ら
を
局

所
的
に
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、

「
薄
板
供
試
体
」を
用
い
た
評
価
手
法
の
確

立
を
目
指
し
て
い
る
。写
真
の
よ
う
な
実

構
造
物
を
模
し
た
大
型
供
試
体
を
作
製
し
、

各
部
位
に
お
け
る
内
部
温
度
、
腐
食
電
流

の
経
時
的
な
測
定
、
薄
板
供
試
体
を
用
い

た
構
造
物
各
部
位
に
お
け
る
水
掛
か
り
の

把
握
を
行
い
、
局
所
的
水
掛
か
り
と
鋼
材

腐
食
の
関
係
を
検
討
し
て
い
る
。こ
の
手

法
に
よ
っ
て
短
期
間
か
つ
構
造
物
を
傷
つ

け
る
こ
と
な
く
、
部
位
ご
と
の
劣
化
環
境

の
評
価
が
可
能
に
な
り
、
将
来
的
に
は

L
C
C（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
）削
減

に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
構
造
物
内
部
に
注
目
し
た
研
究

と
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
材
料
分
離
後

の
部
位
ご
と
の
劣
化
抵
抗
性
に
関
す
る
研

▲ 粗骨材体積率と酸素拡散係数の関係図

究
を
紹
介
す
る
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
不
均

一
性
が
あ
る
た
め
、
構
造
物
の
部
位
に

よ
っ
て
劣
化
作
用
と
劣
化
抵
抗
性
が
異
な

り
、
劣
化
の
進
行
が
異
な
る
可
能
性
が
あ

る
。そ
こ
で
、部
位
ご
と
の
劣
化
抵
抗
性
の

違
い
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
し
て
、
材
料

分
離
後
の
骨
材
の
偏
在
に
着
目
し
て
研
究

を
行
っ
て
い
る
。骨
材
は
セ
メ
ン
ト
ペ
ー

ス
ト
と
比
べ
て
物
質
移
動
抵
抗
性
が
高
く
、

骨
材
量
が
少
な
い
部
位
で
は
劣
化
進
行
が

大
き
く
な
る
。こ
の
研
究
に
よ
っ
て
、材
料

分
離
後
の
骨
材
の
偏
在
の
傾
向
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
劣
化
進
行
の
大
き

い
箇
所
の
予
測
が
可
能
と
な
り
、
効
率
的

な
維
持
管
理
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
佐
伯
研
究
室
で
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
の
耐
久
性
に
関
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
研
究
成
果
は
Ｐ
Ｃ
構
造
物
に
も
適

用
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

佐
伯
研
究
室
で
は
日
々
の
話
し
合
い
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
研
究
に
も
遊
び
に
も

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。こ
れ
か
ら
も

研
究
室
の
仲
間
と
い
つ
も
支
え
て
く
れ
る

佐
伯
教
授
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

日
々
努
力
し
て
い
く
所
存
だ
。
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